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あけぼの衛星のPWS観測によるプラズマ圏構造の長期変化観測
Long-term variation of plasmasphere observed from the Akebono PWS data
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プラズマ圏は電離圏起源の冷たいプラズマが宇宙空間に湧き上がって形成される領域であり、地磁気活動に応じてその
領域が変化することが知られている。プラズマ圏の密度分布は多くの衛星で観測されているものの、1太陽活動周期以上
にわたる連続観測は例がなく、太陽活動に応じてどのような変化をしているかはよくわかっていない。本研究では、20
年間のあけぼの衛星の PWS観測によるプラズマ圏電子密度データから、プラズマ圏電子密度構造の地磁気擾乱や、太陽
活動依存性を調べた。それぞれの年の密度データを観測時の Kp指数を用いて擾乱時と静穏時の 2つの期間にわけ、それ
ぞれについて L 値と磁気地方時、高度と磁気緯度の分布を導出した。統計解析の結果、地磁気活動が高くなるとプラズ
マポーズが収縮する様子が確認された。また、同じ地磁気活動の状態において、太陽活動極大期と極小期を比較したと
ころ、内部磁気圏においては、太陽活動極小期のほうがプラズマ密度が高い傾向が見られた。
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